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エプソン統合レポート2023 編集方針

■  編集方針

エプソンは、株主・投資家をはじめとしたステークホルダーの皆様に、エプソンのパーパスへのご理解
を深めていただくとともに、皆様との対話を通じて施策を磨き上げ、さらなる企業価値の向上への好
循環を生むことを目的に、統合レポートを制作・発行しています。
エプソン統合レポートは、2017年の発行開始以来、統合思考に基づいた財務・非財務情報の訴求および
情報の網羅性を意識して編集してきました。編集に当たっては、経済産業省の「価値協創ガイダンス」
や、国際統合報告評議会（IIRC）の「国際統合報告フレームワーク」の考えを参考にするとともに、対話を
通じて皆様から頂戴した貴重なフィードバックを参考にし、常に改善を続けてきました。
今年度は、昨今のESGの取り組みへの感心や要請の高まりによる有価証券報告書をはじめとした
他媒体での開示情報の拡充を受け、情報開示体系を再整理した上で、統合レポートの編集に当たりま
した。エプソン統合レポート2023は、構成する情報にメリハリをつけることで、より皆様に短時間で端的に
エプソンの取り組みを知っていただけることを目指し、制作しました。本レポートが、皆様との対話の
きっかけになれば幸いです。

■ステークホルダーエンゲージメント*2の向上「株主・投資家との対話」

持続的な成長と中長期的な企業価値の向上を実現するためには、あらゆるステークホルダー
との誠実な対話を通じ、経営の透明性を高め、長期視点での信頼関係・パートナーシップを構築し、
強化していくことが、重要かつ不可欠であると認識しています。その取り組みの一環として、株主・投
資家等に対する情報開示方針を明確にして、IR活動やSR活動のさらなる充実を図り、建設的な対話を実
施しています。対話を通していただいた株主・投資家の皆様からのご意見は都度経営層にフィードバッ
クし、経営の質を高める取り組みに活かしています。
私たちが直接お会いできる株主・投資家の皆様の数は限られていますが、より多くの方に当社の
考えを伝えるべく冊子やWebサイトなど、ツールを通じたコミュニケーションを積極的に行っています。
特に、多くの方々に、同時に情報を伝えられるWebサイトの作成には力を入れ、IR情報だけでなく、
サステナビリティ情報も常に最新の情報に更新しています。

■主な企業情報開示媒体と位置付け（情報開示体系）
価値創造ストーリー
（PUSH型）

非財務財務

網羅性
（PULL型*1） *1 データブック

統合報告書

長期ビジョン説明会資料

有価証券報告書

決算短信

決算説明資料

サステナビリティ
レポート

コーポレート
ガバナンス
報告書

IR情報

サステナビリティ情報

* その他全ての開示情報は、各Webサイトを参照。

*2 企業とステークホルダーの対話。企業が活動や意思決定を行う上で、ステークホルダーの関心事項を理解するために行われる取り組みを指します。 

お客様

株主・投資家

地域社会

従業員

サプライヤー

ビジネスパートナー/
コンソーシアム

NGO/NPO
国際機関

エプソン

アナリスト・機関投資家向け
ミーティング実績*3

■■ 海外■■ 国内

（年度）

総ミーティング数

269回
▶国内 142回
▶海外 127回

（うち、SR面談 18回）

2022年度実績
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詳しくは
Webへ

「ステークホルダーエンゲージメント」の取り組みを
詳しくお知りになりたい方はこちら

*3 対面による取材・ミーティングのほか、電話や
　 オンラインによるもの、説明会なども含みます。

● 投資家の皆様へ

● サステナビリティ
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ファクトデータ

本レポートには、エプソングループの過去と現在の事実だけではなく、将来の見通しや予想なども記載
しています。これらは記述した時点で入手できた情報に基づく将来の予測であり、実際にはさまざまな
要素により、事業活動の結果や事象が予想とは異なったものとなる可能性があります。

免責事項

価値創造ストーリーに基づく、持続性と成長性

社会課題 インプット マテリアリティ 価値創造戦略 エプソンの提供価値

価値創造基盤

アウトプット アウトカム ありたい姿

1 2 3 5 6 7 8

4

69-70

71

72

裏表紙

主要な財務数値等の推移
グローバルネットワーク
企業データ
注釈一覧

（「サステナビリティ経営と財務戦略」内）

■ 発行時期 ：
■ 対象期間 ：

■ 対象組織 ：

2023年10月
2022年4月1日～2023年3月31日
（一部に対象期間外の情報も含んでいます）
エプソングループ会社81社（当社含む） 

* 本文中「エプソン」と表記した場合はエプソングループを、
　「当社」と表記した場合はセイコーエプソン株式会社を指します。
* 本レポートに掲載されている画像などの無断転載はご遠慮
　ください。

654 8～1

17-18 ビジョンの進捗 19-22

23-24

25

26

27-28

CFO／CSuOメッセージ
TCFD提言への対応
価値創造ストーリー
サステナビリティ経営
サステナビリティ重要テーマとそのKPI

8関連する価値創造ストーリー 関連する価値創造ストーリー 関連する価値創造ストーリー

13

14-16

私たちのパーパス
社内浸透の取り組み

5

価値創造戦略 ガバナンスの強化

764

29-30

31-32

33-40

価値創造戦略の概要
業績ハイライト
価値創造戦略

機関投資家と社外取締役との対話
コーポレートガバナンス
取締役会の実効性確保の取り組み
役員報酬
コンプライアンス
リスクマネジメント
取締役一覧

関連する価値創造ストーリー 関連する価値創造ストーリー

価値創造基盤

関連する価値創造ストーリー 5

41-46

47-48

49-50

51-55

56

57-60

61

62

63

64

65-66

67-68

環境戦略／技術開発戦略
知財戦略
サプライチェーン戦略
人材戦略
社会支援

エプソン統合レポートは、基本的にエプソンの価値創造ストーリー（→P.25）の流れに沿うように構成しています。
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事業利益
（億円）

売上収益
（億円）
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エプソンの売上収益と事業利益 2003年度上場以降の数値は監査済み、2002年度以前は非監査、2012年度までは日本基準での業績を示しています。
2013年度より国際会計基準（IFRS）での業績を示しています。

「省・小・精の技術」の原点 ブランド制定、グローバル企業へ 世界に先駆けた環境対応 新たな時代への躍進 グローバル課題に対する積極的な貢献

初の海外販売拠点Epson America, Inc. 
を米国に設立（1975年）

セイコーエプソン（株）の前身である
(有)大和工業創立（1942年）

創業者 山崎久夫の
志を刻んだ記念碑

東京証券取引所第一部に
株式上場（2003年） 

1970 1990 1995 2020 20252015201020052000

東証プライム
市場に移行

2022
東証一部
上場

2003

創業
1942

詳しくは
Webへ

社会課題解決への貢献
社会課題解決を起点とした事業拡大
「Epson 25 Renewed」

価値創造の歩み

売上収益　
事業利益

1968年
デジタル
プリンター1956年

オリジナル設計
機械式時計 1983年

精密組立用
ロボット

1990年
PC-POSシステム用
プリンター

1994年
インクジェット
プリンター1980年

小型軽量
プリンター

1988年
パネル
モジュール

2011年
スマートグラス

2017年
高機能アナログ
ウオッチ

1994年
液晶データ
プロジェクター

スポーツ競技用
電子記録システム

1963年 1971年
ウオッチ用
CMOS IC

ポータブル型
高精度水晶時計

1963年

1969年
クオーツウオッチ*1

*1 独立行政法人 国立科学博物館
　「重要科学技術史資料（未来技術遺産）」
   登録商品

2010年
大容量インクタンク搭載
インクジェットプリンター

2016年
レーザー光源高光束
プロジェクター

2018年
インクジェットデジタル
捺染機2008年

高画質大判
インクジェットプリンター

1973年
デジタルクオーツウオッチ*1

2016年
乾式オフィス製紙機

2017年
高速ライン
インクジェット
複合機

2009年
6軸（垂直多関節型）
ロボット

2020年
レジンインク搭載
大判インクジェット
プリンター

2021年
再生プラスチックを
使用した大容量
インクタンク搭載
インクジェットプリンター

1942年の創業以来、エプソンは新たな時代を切り開くいくつもの画期的な製品を生み出してきました。
私たちは、これからも社会課題を解決する企業として、「『省・小・精』から生み出す価値で、人と地球を豊かに彩る」ことにより、
持続可能でこころ豊かな社会の実現に取り組んでまいります。

ウオッチ技術の開発・確立
とプリンター技術の開発

誠実努力 創造と挑戦 誠実努力・創造と挑戦
ウオッチ、計時技術からの派生技術を
核にした商品・事業の多角化

真のお客様の期待に応え、なくてはならない
会社を目指す

事業構造の
強化

事業
拡大期創業期

米国環境保護庁から「成層圏オゾン層保護賞」
を受賞（1992年）

エプソングループパーパス「『省・小・精』から生み出す価値で、
人と地球を豊かに彩る」を制定（2022年）
→詳しくは、P.13-16「パーパス」を参照

製造業初、国内拠点の使用電力を100%再生
可能エネルギー化（2021年）
* 2023年にエプソンの全使用電力を再エネ化
する計画

「エプソンの歩み」を詳しくお知りになりたい方はこちら
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At a Glance

売上収益（連結）
（2022年度）

事業利益（連結）
（2022年度）

* 事業利益は売上収益から売上原価、
  販売費および一般管理費を控除して
  算出しており、日本基準の営業利益
  とほぼ同じ概念

1兆3,303億円 951億円

 事業セグメント別売上収益構成比
（2022年度） 

グローバル
シェア情報

セグメント プリンティングソリューションズ事業
ビジュアル

コミュニケーション
事業 

マニュファクチャリング関連・ウエアラブル事業

イノベーション
オフィス・ホーム
プリンティング
イノベーション

商業・産業
プリンティング
イノベーション

ビジュアル
イノベーション

マニュファクチャリング
イノベーション

ライフスタイル
イノベーション

水平多関節（スカラ）
ロボット（数量）*4

主な技術 マイクロピエゾ技術
ドライファイバーテクノロジー

精密メカトロ技術
高精度センシング技術
ソフトウェア技術

超微細・超精密加工技術
高密度実装技術
低消費電力技術

マイクロディスプレイ
技術

プロジェクション
技術

インクジェット
プリンター（数量）*1

小型垂直多関節（6軸）
ロボット（数量）*4

プリンター市場
（レーザープリンター含む、数量）*2

プロジェクター
（500ルーメン以上、数量）*3

水晶発振器
（金額）*5

事業
オフィス・ホーム
プリンティング

事業

商業・産業
プリンティング

事業

ビジュアル
コミュニケーション

事業 

マニュファクチャリング
ソリューションズ

事業

ウエアラブル
機器事業

マイクロデバイス
事業 他 PC事業

主な事業内容

オフィス・ホーム用
インクジェットプリンター
シリアルインパクトドット
マトリクスプリンター
ページプリンター

カラーイメージスキャナー
乾式オフィス製紙機
これらの消耗品など

商業・産業用
インクジェットプリンター
インクジェットプリントヘッド
POSシステム関連製品
ラベルプリンター
これらの消耗品など

液晶プロジェクター
スマートグラスなど

産業用ロボット
小型射出成形機など

ウオッチ
ウオッチムーブメント

など

水晶デバイス
水晶振動子
水晶発振器（ 水晶センサーなど ）
半導体

（CMOS LSIなど）

金属粉末
表面処理加工

PCなど

29％ 19％ 27％ 5％47％
No.2 No.1 No.1

26％
No.1No.3

マニュファクチャリング関連・
ウエアラブル

商業・産業
プリンティング

オフィス・ホーム
プリンティング

16.1％

プリンティング
ソリューションズ

67.6％

ビジネス領域

ビジュアル
コミュニケーション

16.3％

*1、*2、*3、*4、*5の注釈は、裏表紙へ4
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財務・非財務ハイライト

1兆3,303億円 951億円
売上収益 事業利益 親会社の所有者に帰属する当期利益／ROE

プリンティングソリューションズ事業セグメントやビジュアルコミュニケーション
事業セグメントで製品供給不足が改善したこと、販売価格維持などの価格対応、
円安進行による為替のプラス影響などにより、前期に対し増収となりました。

部材費や輸送価格、光熱費などの高騰により製造コストが増加した一方、販売
価格維持などの価格対応や為替のプラス影響などにより、前期に対し増益となり
ました。

事業利益をはじめ各利益は増益となったものの、親会社の所有者に帰属する
当期利益は繰延税金資産の積み増しがあった前期に対して減益となりました。
また、これによりROEも前期から4.4ポイント減少し、10.8%となりました。

750億円親会社の所有者に
帰属する当期利益 10.8%ROE

親会社の所有者に帰属する当期利益 ROE

営業キャッシュ・フローは、当期利益が750億円であったのに対し、減価償却費および
償却費の計上686億円などの増加要因があった一方で、棚卸資産の増加602億円、
売上債権の増加221億円などによる減少要因により、613億円の収入となりました。
投資キャッシュ・フローは、有形固定資産・無形資産の取得などにより、616億円の支出
となりました。これにより、フリー・キャッシュ・フローは前期に対し大幅減少となりました。

将来の事業育成や今後の成長実現に向けて、新製品対応や生産能力増強、
自動化・維持更新および環境投資を中心に設備投資を実施しました。引き続き、
コアデバイスであるプリントヘッドの生産体制整備や、生産性向上のための
自動化投資、デジタル基盤整備などに重点的に投資していきます。

お客様の期待を超える価値ある製品・サービスの創出による将来成長の実現
に向けて、次世代製品やコア技術・キーデバイスの開発に加え、ものづくり基盤の
強化や新規事業創出などに積極的に取り組んでいます。

-2億円 783億円 443億円
フリー・キャッシュ・フロー 設備投資額*1 研究開発費

（億円） （%）
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2021 （年度）

1,108

-440

667

（億円）
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0

-1,000

-500

2021 2022（年度）

2018 2019 2020

*1 会計方針変更により、2019年度から使用権資産を含む

769

-827

-57

1,023

-761

261

1,332

-574

757

2018 2019 2020

613

-616

-2

2022

■財務ハイライト
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11,28910,896 10,436
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460
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注. 2020年度より現在のセグメント区分に基づき記載しています。
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■■ 営業活動によるキャッシュ・フロー
■■ 投資活動によるキャッシュ・フロー
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79%
電力の再生可能エネルギー活用率（2022年度）

エプソンは、磨き上げた独自のコア技術で創り出した商品を通じて、新しいお客様
価値を提供しています。これにより、インクジェットプリンターやプロジェクターなど
自社製品分野においては、質・量ともに業界トップレベルの特許を有しており、この
業界屈指の知財力が独自のコア技術の創出を支えています。

エプソンは、売上収益の約80％、従業員数の約75％を占める海外各国・地域に
107カ所の研究開発、生産、営業拠点を整備し、グローバルにビジネスを展開して
います。そのため、「グローバル競争を勝ち抜くための人的基盤」の構築が人材
戦略上の要諦であり、安定的な人材確保を図っています。

分野別特許登録件数ランキング*2 連結従業員数／海外従業員比率

79,906人
連結
従業員数 74.8%海外

従業員比率

77,64277,642

74.674.6
（人） （%）
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75.675.6

20192018

76,64776,647
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2020
*2 2022年の特許登録件数ランキング（当社調べ）（2022/1/1～12/31）
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1
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1

位

位

位

位

米国

多様なお客様を理解し、ニーズに応えていくためには、私たち自身のダイバー 
シティが重要だと考え、女性管理職の登用など女性社員がますます活躍できる 
会社となるための取り組みを行っています。

ダイバーシティ*3

（%）

40

20
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80

100

0
（年度）2021

45.645.6

54.454.4

*3 エプソングループ正規従業員　各年度末日（3月31日）時点

45.545.5

54.554.5

2019 20202018

45.345.3

54.754.7

44.544.5

55.555.5

女性従業員
比率 46.2%

202２年度は、各拠点における省エネ活動の推進に加え、再生可能エネルギー
の活用を進めることで、SBTイニシアチブに承認された、2025年までにスコープ
1、2の温室効果ガス（GHG）を2017年度比で34%削減するという目標を、大きく
上回りました。

235千t-CO2e
（千t-CO2e） （千t-CO2e/億円）
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温室効果ガス（GHG）排出量*4

0.24

235

2022

2022年度はエネルギー使用量は微増しましたが、売上収益・事業利益ともに
前年増収増益に伴って、事業利益原単位は改善しています。電力の再生可能
エネルギー転換が進み、油・ガスを含む枯渇性エネルギーの割合を半分以下に
抑えています。

1,227GWh

（年度）

エネルギー使用量

79,90679,906

74.874.8

20222022

■非財務ハイライト（社会・ガバナンス・環境）

財務・非財務ハイライト

 

国内

59％
海外

41％
電力の

再生可能エネルギー

79％

国内外において、水力・バイオマス発電といった各地域における最適な再エネ電
力や電力証書の選択に加え、オンサイト発電への積極的な投資を行い、電力使用量
の79%まで再生可能エネルギーの比率を高めています。これにより、従来エプソンの
GHG排出量の7割以上が電力由来だったものが、現在は40%程度になっています。

100％50％

46.246.2

53.853.8

電力使用量

876GWh

■■ 男性 ■■ 女性従業員比率（グローバル）

■ 国内
■ 海外
■ 再生可能
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1,184 1,227

1.71.7

1,168
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2.92.9

1,189 1,195

1.91.9

*4の注釈は、裏表紙へ

■■ スコープ1（国内）
■■ スコープ1（海外）
■■ スコープ2（国内） 
■■ スコープ2（海外） 

事業利益原単位

■■ 燃料（油・ガス）
■■ 電力
■■ 蒸気
■■ 再生可能電力

事業利益原単位

■■ 連結従業員数 海外従業員比率
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